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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]特記事項なし

＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・澤代　榮子様　:東B1　→　西B23
・新山　玄一郎様:東C5　→　南D204
【入院】
・河村　和寛様　：東B2
【ユニット移動】
・小田　沙也加様：東A9　→　東B1
・藤井　孝蔵様　：東B2　→　東C5

＜患者様連絡事項＞
・手塚　辰昭様～弟嫁様へ4/7八戸赤十字病院他科受診の付き添いの確認連絡を行う。
当日8：30お迎え頂けるとのこと。医事課へ入院証明書を依頼している。外泊申請済、当日朝食絶食と栄養課へ連絡済み。

・的場　舞様～母様洗濯物差し入れにて来院。本人からのLINEメッセージを確認。攻撃的な訴えが多く、母様疲労困憊な様子。本人と母様との話に食い違いが多いことを説明し、次回面談時同席し話し合うよう提案。また、本人様は成人しており、退院後は保健所や児相、訪問看護など支援サービスを利用し、尻拭いなどは拒否し、本人様とは距離を置くなどの方法もあることを説明。母様の主治医からも同様の説明があったと納得される。来院時PSWとの話を希望されていたが、「もう大丈夫です。」と帰られている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中、他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり、予定より早くに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食全量摂取、拒薬無し。9:00・14:15ロキソプロフェンNa(60)1T与薬。情動安定していたが主治医診察後より主治医への不満を訴え、不穏状態となり15:30不穏時)ジプレキサ10mg1V施行している。以降も主治医や特定スタッフへの不満訴えられていたが、自傷行為に関連した言動や問題行動・衝動行為見られていない。拘束部位の循環障害も無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・木村　美智子様～バイタルサイン異常無し。ルームエアにて酸素飽和度98～99%で経過。四肢脱力持続。時折まばたきしているが、睫毛反射や痛覚刺激は無い。痰鳴あり適宜吸引施行し黄色粘稠痰除去している。

・三浦　常雄様～バイタルサイン異常無し。ルームエアにて酸素飽和度96～97%で経過。体動活発にあり都度介入要している。呼名反応あるが、返答は意味不明瞭。

・大石　イト様～11:14車椅子にて東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。入院時のバイタルサイン異常無し。食事は常食・常菜でむせ込み無く嚥下良好。指示動作良好。立ち上がり無く車椅子上で過ごされており徘徊も無い。

＜深澤Dr.患者様審査情報＞
・小田　沙也加様～西病棟移動の方向性。

・澤口　利香様～本人様主治医診察時無視。
4/1からの指示　IFオーダーの筋注はジプレキサ中止。レボトミン筋注は1日2回まで。最低4時間空ける。IFオーダー頓服でオランザピン内服追加。

・中山　真由美様～4/1よりゼプリオン開始。

・沼畑　勲様～処方、指示変更等なし。

・風穴　義信様～エンシュアリキッド1日1回昼食後追加。

・飯田　修子様～次回定期薬より内服薬にラツーダ追加。

・藤村　悦子様～処方、指示変更なし。

・馬場　信子様～処方、指示変更なし。

＜新入院患者様情報①＞
　氏名：大石　イト(おおいし　いと)様
　生年月日：昭和9年5月9日86歳
　病名：混合型認知症
　　　性別：女性
　　主治医：金Dr（サポート医：深澤Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　R2.8.19当院初診。以後、定期的に通院している。現在長男と二人暮らしで、日中長男は仕事に出掛けると一人となる為、早急に介護申請の申請を進めていた。自宅から徘徊し出て歩くことが多く、介護サービスを利用しても、本人の状況見守り体制困難であり、施設の入所が決まるまで入院での治療を希望され、東病棟Cユニットへ入院となる。

＜新入院患者様情報②＞
氏名：石橋　公美子(いしばし　くみこ)様
　生年月日：昭和27年10月5日　68歳
　病名：統合失調症
　性別：女性
　主治医：深澤Dr
　入院形態：任意入院
　病棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
当院へ2回の入院歴がある。前回の退院はR3年2月9日。平成7年7月15日夫が入院した後より不眠や幻聴、関係妄想、被害妄想が出現。同年7月21日に八戸市立市民病院の精神科を受診。上記診断にて外来通院・薬物療法を継続。同院へ１回の入院歴がある。平成27年2月下旬から拒薬が顕著となり、精神症状が徐々に悪化し、家を出ようとする等妄想や幻聴に左右された言動も顕著。その為同院受診したが満床であり、同年3月6日当院紹介となり、同日より同年8月6日まで当院にて入院加療を行う。退院後は定期的な通院と薬物療法を継続しているが、依然として無為自閉的な生活を送っていた。R3年1月23日夫が発熱・腹痛の為、八戸市立市民病院へ救急搬送され、胆嚢炎の診断で急遽入院。本人を1人で長期間家に置いておけない為、R3年1月25日～2月9日当院へ任意入院となっていた。今回も、夫様の入院治療に伴い再度、数日間のレスパイト目的にて入院治療希望あり。R3.3.31、夫様退院までのレスパイト目的にて9：33東病棟Dユニットへ任意入院となる。

＜新入院患者様情報③＞
　日　　時：令和3年3月31日　 17：24
　氏　　名：河村　和寛(かわむら　かずひろ)様
　生年月日：昭和55年1月18日　41歳
　病　　名：うつ病
　合 併 症：不明
　性　　別：男性
　主治医　：金Dr（サポート：深澤Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
自営業で漁業を営んでいる。挙児2名、第1子は寮生活、第2子は中学2年生。かかりつけ医・治療中の疾患なし。R2年春頃より、浅眠、落ち込みの症状が認められていた。同年夏頃には元気になったように見えたが、R3.3.29　10:50本人から妻へ「生きていけない、死にます。残せるものも残します。ありがとう」とLINEがあり、捜索願
を出していた。翌30日に本人より妻へ電話連絡があり、本人のいる盛岡へ迎えに行った。妻が怒っていたと思っていた様子であり、「自分は必要ない」といった言葉も聞か
れていた。話を聞いたところ、以前より経営不振で赤字が続き経済苦や、更に子どものことでも悩んでいた様子。以降は母の妻が付きっきりで仕事も何とかこなしていた。同月30日夕頃より食事は摂れるようになったが、倦怠感や眠気が続いており、ふいに涙を流す事もあった。上記症状にて本日妻と同伴にて急遽外来受診。安静出来る環境と薬物療法にて症状改善目的のため、17:24東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

